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伊藤　　沖縄本島北部農村の 「門中」とその論理

沖 縄 本 島北 部 農 村 の 「門 中」 とそ の論 理

　 　　　 沖縄の民俗宗教ノー ト(3)

伊 藤 幹 治*

    Structure and Function of Munchu 
—Notes on Folk Religion in Okinawa (3)—

Mikih aru  ITOH

   The patrilineal descent group is a basic unit of Okinawan 

folk society. This paper discusses the inter-directedness deeply 

rooted in the munchu descent group, of the northern part of main-

land Okinawa.

1.　 はじめに

2・　 「門中」 とその行事

3・　 男女神役 とその役割

4・ 折 目と御願 の諸相

5・ むすびにかえて

1.は じ め に

　 この報 告 は,沖 縄 本 島 北 部 の 東海 岸 に あ る久 志 村 汀 間(テ ィー マ)の 「門 中 」 を め

ぐるモ ノグ ラ フで あ る。1960年5月 現 在,汀 間 は戸 数75の 農 村 で,集 落 は,村 内(ム

ラウ チ)と オ ンケ ー の二 つ に分 か れ て い る。 その うち,オ ンケ ー は,他 村 か ら移住 し

た寄 留 民(チ ジ ュー ミン)の 集 落 で,住 民 の大 半 が 居住 して い る村 内が,汀 間 の 中心

に な って い る。

　興 味を ひ くの は,汀 間 に,つ ぎの よ うな穀 物 起 源 説 話 が 伝 え られて い る こ とで あ る。

　　 沖 縄 本 島が 北 山,中 山,南 山 とい う三 つ の王 国 に分 立 して い た こ ろ,北 山 の武 士

　　 が戦 に破 れて 汀 間 に の がれ て き た。 そ して,聖 地 ウ ヒー 御 嶽 の 洞 穴 に か くれて 生
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　 　活 して いた が,あ る 日の こと,ヤ ス鳥 と ム ム鳥 とい う雌 雄 の 鳥 が 飛 ん で き て,そ

　 　 の武 士 の頭 上 に稲 種 を お と して い った。 彼 は,そ の稲 種 を ウ ヒー御 嶽 に蒔 いた と

　 　 ころ,三 本 の 穂 が 出て きた 。 そ の場 所 は ピル ギ 田 と呼 ば れ,汀 間 の水 田 は,こ の

　 　 ピル ギ 田か らは じま った。 そ の 後,そ の落 武者 は,以 前,汀 間 の 集 落 が あ った カ

　 　 デ ィカル に移住 した。 この 家 は カデ ィカル 大 屋(ウ プ ヤ ー)と 呼 ば れ,汀 間 在 来

　 　 の家 々 は,す べ て カ デ ィカル 大 屋 の分 かれ で あ る 。 そ の武 士 は,し ば ら く して 北

　 　 山城 に もど った が,城 主 の妹 が 南 山 の王 に とつ い だ 折,そ の 武 士 が 汀 間 か ら もち

　 　 か え った稲 種 を たず さ えて,そ れ を 玉城 村 の 「ウキ ン ジ ュ ・ハ リン ジ ュ」 に蒔 い

　 　 た ので,南 山 王 国 に も稲 が 栽 培 され る よ う にな った。

　 沖縄 本 島 が北 山 と中 山,南 山 とい う三 つ の王 国 に分 立 して いた の は,ユ4世 紀 か ら15

世 紀 に か け て の こ ろ とい わ れて い る。 この説 話 は,こ う した歴 史 を背 景 に して い る伝

承 だ が,興 味深 い と思 わ れ る こ とが い くつ か あ る。 稲 種 が 鳥 に よ って もた らされ た と

い うモ チ ー フが,そ の ひ とつ で あ る。 この モ チ ー フ は,沖 縄 本 島 の 国頭 や 島尻 の 一部

に も 認 め られ,奄 美 の 島 々の 一 部 に も 分 布 して い る[伊 藤1974b:227-228;馬 淵

1974:613]。 と くに興 味 を ひ くの は,汀 間 を 稲 の 発祥 の地 と伝 え,汀 間 で 栽 培 され

た 稲 種 が,南 部 の玉 城 村 に あ る 「ウ キ ン ジ ュ ・ハ リ ンジ ュ」 に蒔 かれ た とい う点 で あ

る。 とい うの は,17世 紀 か ら18世 紀 に か けて 成 立 した 文献 の なか に,「 ウキ ンジ ュ ・

ハ リン ジ ュ」 で は じめて 稲 の 栽 培 が お こな わ れ た と記 録 さ れて い るか らで あ る。

　 た と えば,『 中山世 鑑 』(1650)の な か に は,沖 縄 の 神話 的原 祖 とい わ れ る 阿摩 美 久

(ア マ ミク)が,天 に の ぼ って 五穀 の種 を も らい うけ,麦 と粟,豆,黍 は久 高 島 に,

稲 は知 念 村 の 大 川 と 玉城 村 の ヲケ ミゾ(ウ キ ンジ ュ)に 蒔 かれ た と 伝 え ら れ て い る

[伊波 ・東 恩 納 ・横 山 編 　 1962:15]。 ま た,伊 波 普 猷 が 紹 介 した 『聞得 大 君 御 殿並 御

規 式 次 第 』(1726)に は,久 高 島 に漂 着 した 壺 の なか に,稲 種 が な か ったの で,「 ア マ

ミキ ョ」 が 天 の 神 に祈 って,「 ニ ラィ ・カ ナ イ」 か ら稲 種 を と って くる よ うに 鷲 に命

じた,鷲 は300日 か か って,三 つ の穂 の 稲 を くわ え て帰 って きた の で,こ れ を 「ウ ケ

水 ・バ リ、水 」(ウ キ ン ジ ュ ・ハ リンジ ュ)に 薄 い た,そ の場 所 は,三 穂 田(ミ フダ)

と呼 ば れて い る,と 伝 え られ て い る[伊 波 　 1974:　 255]。

　 汀 間 の穀 物 起 源説 話 が,こ う した伝 承 と ま った く無 関係 に成 立 した とは考 え られ な

い が,汀 間 で は じめ て稲 の栽 培 が お こなわ れ,琉 球 王 朝 と深 いつ な が りの あ る 「ウ キ

ンジ ュ ・ハ リン ジ ュ」 が生 まれ る まえ に,ピ ル ギ 田が 存 在 して いた と伝 え て い る の は

注 目に価 す る。

　 ま た,こ の穀 物 起 源説 話 の な か に は,い ま ひ とつ 注 目す べ き モ チ ー フが あ る 。 そ れ

118



伊藤 沖縄本島北部農村の 「門中」とその論理

は,鳥 が もた ら した稲 種 を ピル ギ 田 に蒔 い た 北 山 の落 武 者 が,カ デ ィ カル大 屋 と い う

家 を創 設 し,そ の家 が汀 間 の 草分 け の家 に な った,と 伝 えて い る こ とで あ る。 この説

話 の な か には,カ デ ィカル 大 屋 創設 の事 情 が 語 られ て い な い けれ ど も,こ の カデ ィカ

ル大 屋 の モ チー フは,ピ ル ギ 田の そ れ とな らん で,汀 間 の 「門 中」 の 論 理 を析 出す る

うえで,重 要 な手 が か りを 提 供 して い る。

2.「 門 中」 とそ の行 事

　 汀 間 に は,根 所(ニ ー ・ル クル)と 呼 ば れ る 旧家 が2軒 あ る。 ひ とつ は カ ニ ク大 屋

(ウ プ ヤ ー),い ま ひ とつ は西 大 屋(イ リ・ ウプ ヤ ー)と 呼 ば れ て い る。 汀 間在 来 の 人

び とは,そ れ ぞれ の 根所 を宗 家 と し,そ の 宗家 を 中心 に父 系 出 自 原理 に よ って 編 成 さ

れ た二 つ の 「門 中」 に帰 属 して い る。

　 伝 承 に よ る と,二 つ の 「門 中」 の宗 家 に祀 られ て い る始 祖 は 兄 弟 で あ った と いわ れ,

二 つ の 「門 中 」 は古 墓(ア ジ ・バ カ)を 共 有 し,そ の行 事 もまた,ほ とん ど一 致 して

い る。1月3日 の初 御願,1月3日 と9月15日 の井 戸 拝 み(カ ー ・ウガ ミ),3月 の

神 清 明 祭(カ ミ ・シー ミー),5月15日 の5月 拝 み,9月]8日 の 千手 観音 拝 み の ほか,

「門 中」 の 行 事 に は,毎 年,交 替 で お こな われ る3月 御願 と9月 御 願 が あ る(い ず れ

も旧暦 に よ る。 以下 同 じ)。

　 初 御 願 は初 起 こ し(ペ ツ ・ウ ク シ)と もいわ れ,カ ニ ク大 屋 を宗 家 とす る 「門 中」

(以下,「 カニ ク門 中 」 と 呼ぶ)と 西 大 屋 を 宗家 とす る 「門 中」(以 下,「 西 門 中 」 と呼

ぶ)の 共 同慣 行 で ある 。 この 日,二 つ の 「門 中」 の 成 員 の ほ か に,寄 留 民 も また,カ

ニ ク大 屋 を訪 れて,そ こに祀 られて い る先祖 の位 牌 を 拝 む 。 ま た,2度 にわ た って お

こな わ れ る井 戸 拝 み の 行 事 に も,二 つ の 「門 中」 の 成 員 の ほ か に,寄 留民 も参 加 して

い る。人 び と は,汀 間 に あ る古 井戸 を 拝 ん で か らカ ニ ク大 屋 を訪 れ,再 び,そ の ほ か

の 古 井戸 の巡 拝 に 出か け る。 この 井 戸拝 み には,「 ハ ー メ ー」 と呼 ば れ る行 事 が と も

な って い て,子 供 に恵 まれ な い 人 は,藁 製 の馬 を棒 の さ き に と りつ け,そ の棒 に また

が り,子 供 の い る人 が,そ れ を ひ く格 好 を して,カ ニ ク大 屋 か ら西 大 屋,御 嶽 の世 持

御 宮(ユ ー ム チ ・ウ ミヤ)を 訪 れ て,子 供 が さず か る よ うに祈 願 す る。

　 神 清 明祭 は,「 カニ ク門 中 」 と 「西 門 中 」 に 所属 す る人 び とが,白 餅 と線 香 を もっ

て 古 墓 の 巡拝 を お こな う。 古 墓 は,汀 間 の ほか に,同 じ久 志 村 の 安 倍,大 浦 や金 武 村

の松 田 に もあ って,二 つ の 「門 中 」 の成 員 は3組 に分 か れて,ひ とつ の 組 は 汀 間 の古

墓,い まひ とつ の組 は安 倍 の古 墓,も うひ とつ の組 は大 浦 と松 田の 古 墓 を お 詣 りす る。

119



国立民族学博物館研究報告4巻1号

そして,カ ニク大屋から西大屋の順に宗家を訪れ,そ こに祀 られている先祖の位牌を

拝む。この神清明祭がすむと,清 明祭(シ ー ミー)ま たは流れ清明祭 といって,人 び

とは,そ れぞれ自分の家の先祖の祭 りをおこなう。5月 拝み もまた,神 清明祭と同じ

ように,先 祖祭りのひとつで,当 日,「カニク門中」 と 「西門中」の成員は,そ れぞ

れの宗家を訪れて先祖の祭りをしている。

　汀間にいつごろ仏教信仰が普及したのかはっきりしないが,千 手観音拝みが,二 つ

の 「門中」によっておこなわれている。 毎年,9月18日 になると,「カニク門中」と

「西門中」に所属する人びとは,白 餅と線香をたずさえて,そ れぞれの宗家に出かけ,

そこに祀 られている千手観音を拝むことになっている。ちなみに,千 手観音は,2軒

の宗家のほかに,「西門中」の4軒 の家にも祀 られている。

　 3月 御願と9月 御願は,隔 年ごとに,日 柄を選んでおこなわれるが,3月 御願はカ

ニク大屋を中心とする行事,9月 御願は西大屋を中心とする行事である。いずれも,

二つの 「門中」から選出 ・継承された女性神役によっておこなわれている。3月 御願

のときは,女 性神役は,「カニク門中」の宗家のカニク大屋が所有する三穂田(ミ プー

ダ)と 呼ばれる水田に出かけ,そ こで祈願 してから,カ ニク大屋を訪れて,神 歌(ウ

ムイ)を 唱えて,そ の先祖を祀る。ちなみに,こ の三穂田は神聖視されていて,緑 肥

が用いられている。また,男 女神役がおこなう5月 御祭(稲 の初穂儀礼)の 際,世 持

御宮に供えるために,こ の三穂田から初穂が刈り取 られる。他方,9月 御願のときは,

女性神役は,か つて汀間の集落のあったカディカルに出かけ,「 西大屋」の宗家の西

大屋が所有する勢頭畑(シ ドゥ・バタ)と 呼ばれる畑で祈願 してか ら,西 大屋を訪れ,

神歌(ウ ムイ)を 唱えて,そ の先祖を祀る。ちなみに,勢 頭畑とは,男 性神役の勢頭

神の畑ということで,こ の神役は,代 々,西 大屋から選出 ・継承されている。

　以上が,汀 間の二つの 「門中」の行事のあらましであるが,注 目したいことがい く

つかある。二つの 「門中」の出自関係を示唆する事実が認められることが,そ のひと

つである。すでに指摘 したように,二 つの 「門中」の宗家に祀 られている始祖は,そ

れぞれ兄弟であったと伝えられているが,興 味をひくのは,「 カニク門中」の宗家で

あるカニク大屋に,汀 間の原祖と考えられている北山の落武者の位牌が祀 られている

ということである。このことは,カ ニク大屋と西大屋の始祖の系譜がア汀間の原祖の

北山の落武者に収敏 され,こ の原祖を祀るカニク大屋が,汀 間の総宗家筋として位置

づけられていることを物語 っていよう。初御願や井戸拝みの際に,二 つの 「門中」の

成員が,カ ニク大屋を訪れて先祖を祀ったり,ま た,神 清明祭の折に,そ れぞれの

「門中」の成員が,古 墓のお詣 りをすましてから,カ ニク大屋から西大屋の順に,2
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軒 の宗 家 を 訪 れ て先 祖 祭 りを した りす るの も,汀 間 の原 祖 を 祀 るカ ニ ク大 屋 が,二 つ

の 「門中 」 の総 宗 家 筋 とみ な さ れ て い るか らで あ ろ う。 なお,沖 縄 本 島 で ひ ろ くお こ

なわ れ て い る東 廻 り(ア ガ リ ・マ ー イ)の 慣行 も,汀 間で は,二 つ の 「門 中」 の共 同

の行 事 にな って い る。

　 い ま ひ とつ は,二 つ の 「門 中 」 の 行事 の なか に,「 門 中」 の成 員 の ほ か に,汀 間 に

移 住 した人 び とが 参加 して い る事 例 が 認 め られ る こ とで あ る。 初 御 願 や 井戸 拝 み の と

きに,寄 留 民 が カニ ク大 屋 を訪 れ て,そ こに祀 られ て い る原 祖 を は じめ とす る一 群 の

先祖 を拝 ん だ り,か つて 汀 間 の 人 び とが 用 い た と伝 え られ る古 井戸 の巡 拝 を お こな っ

て い る。 この ことは,カ ニ ク大 屋 を 中心 とす る二 つ の 「門 中 」 が,汀 間 とい う村 落 を

統 合 す る メデ ィ ア と して,重 要 な意 味 を も って い る こ とを物 語 って い る。 他 方,寄 留

民 も,二 つ の 「門 中 」 の成 員 と同 じよ うに,初 御 願 や井 戸拝 み に 参加 す る こ とに よ っ

て,汀 間 の住 民 と して の一 体 感 を再 確 認 して い る とい うこ とが で きよ う。

　 も うひ とつ は,「 門 中 」行 事 の なか で,そ れ ぞ れ の 「門 中」 か ら選 出 され た ウクデ

ィが 参 与 す る もの が,か な り特 定 化 さ れて い る こ とで あ る1)。 汀 間 で は,初 御 願 を は

じめ,井 戸拝 み,神 清 明 祭,5月 拝 み,千 手 観 音 拝 み,3月 御 願,9月 御 願 な どの

「門 中 」行 事 が お こなわ れ て い るが,ウ クデ ィが 参 加す る行 事 は,そ の うち,初 御 願

と5月 拝 み だ け に か ぎ られ て い る 。 乙 う した 行 事 の 特 定 化 が,ど の よ うな理 由 に もと

つ いて い るの か はあ き らかで ない が,こ こで は,汀 間 の 「門 中」 行 事 の ひ とつ の あ り

方 を示 す もの と して注 目 して お きた い 。

3.男 女神役 とその役割

　一般に,沖 縄本島の村落では,男 女神役は一定の 「門中」のなかから選出され,村

の人びとを代表して,折 目(ウ イミ)と 呼ばれる祭祀をおこなっている。汀間のばあ

いも例外ではない。1960年5月 現在,「 カニク門中」と 「西門中」の成員は,汀 間の

総入口の半数にもみたず,村 外から移住して定着 した寄留民が過半数を占めているが,

男女神役の選出 ・継承は,こ の二つの 「門中」が母胎となっている。その意味で,汀

1)1960年5月 現在,ウ クディは 「カニク門中」か らひとり選 出されている。一般 に,沖 縄本島

の村落 では,ウ クデ ィは 「門中神」(ム ンチ ュウ ・ガ ミ)と も呼ばれ,そ れぞれの 「門中」 の

宗家または宗家か ら分立 した家 々か ら選 出されてい るが,汀 間では,選 出の基準が きび しく,

ウクディは宗家 もしくは宗家に準 じた家か ら選 出されるものと考え られて いる。汀間の ウクデ

ィの数がす くないのもそのためで,「 カニク門中」のウクディには,そ の宗家のカニ ク大屋の

相続者の弟 の娘が選 ばれている。 これは,カ ニク大屋の相続者が大阪に移住 したためである。

また,「西 門中」にはウクディがいないため,「西門 中」の宗家の西大屋出身の女性神役,根 神

が代行 している。
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間の祭団は,二 つの 「門中」が核になっているといってよいだろう。

　汀間の男女神役を中心とする祭団は,沖 縄本島南部西海岸の離島,慶 良間群島の阿

嘉島と慶留間島のばあいと同じように[伊 藤　 1977:338-340],i祭 団連合 という形

態をとっていて,同 じ久志村の安倍と大浦,瀬 嵩の祭団と連合して,ひ とつの祭団を

形成 している。それぞれの祭団には,折 目をおこなう男女神役が配置されているが,

なかでも汀間は,神 役の 「ム トゥ」と呼ばれているように,祭 団連合の中心になって

いて,4力 字の女性神役を代表する祝女(ヌ ロー)も,代 々,汀 間の祭団のなかか ら

継承されている。

　汀間の女性神役は,「 トゥヌ ・ガミ」(殿神)と も呼ばれ,祝 女と根神,若 祝女,サ

グン神,ワ キジキのほか,二 人のヤジクからなる。7人 で編成されていることもあっ

て,女 性神役は 「ナナ ・ヌ ・カミー」(7人 の神)と も総称されている。 いずれ も,

「カニク門中」と 「西門中」のなかから選出されていて,「 カニク門中」 から若祝女

とサグン神が,「西門中」から祝女と根神などが選出されている。 また,男 性神役は

根人(ニ ッチュ)と 総称され,勢 頭神(シ ドゥ・ガミ)や 団扇神(ウ チワ ・ガ ミ),

太鼓神(テ ーク ・ガ ミ),サ ザクイ・ヌ・カミからなり,「カニク門中」からサザクイ

・ヌ・カミが,「西門中」から,そ のほかの男性神役が選出されている2》。

　以上が,汀 間の男女神役の編成と所属する 「門中」のあらす じであるが,そ の継承

過程に若干の変化が認められる。沖縄本島の他の村落と同じように,汀 間でも,男 女

神役の中枢の位置を占めている祝女や根神は,「 門中」の宗家の血筋をひく女性によ

って継承 されることを理念型としている。検証によって確認 したかぎりでは,汀 間の

根神は,「 西門中」の宗家に生まれた女性によって継承されているが,祝 女の継承過

程に変化が起 こっている。汀間では,祝 女の継承は,か つて二つの 「門中」の総宗家

筋にあたるカニク大屋に生まれた女性のあいだでおこなわれていたが,カ ニク大屋が

大阪に移住 したことによって,祝 女の継承の範囲が拡大され,カ ニク大屋の分家筋に

あたる西大屋の宗家を中心とした 「西門中」のなかから選出されるようになっている。

　汀間の祝女は,こ うして宗家の移住によって,先 々代から 「西門中」の女性によっ

て継承されることになったが,こ れと似た事例は,ほ かにもいくつかある。女性神役

2)汀 間以外の男女 神役 は,つ ぎのように編成 されている。安倍では,根 神の継承がたえてい る

ために,女 性神役はワキジキ1人,男 性神役 は団扇神1人,大 浦で は,女 性神役は根神 とヤジ

ク,男 性神役 は勢頭神とニーブ神,瀬 嵩では,女 性神役 には個別の呼称をもたない8人 の 「ト

ゥヌ ・ガ ミ」(殿 神)と 男性神役には勢頭神,団 扇神,ニ ーブ神がいる。 字 によ って,男 女神

役の編成 は一定 していないが,あ とで指摘するように,汀 間の祝女が,こ れ らの男女神役の中

枢 にな っている。 ちなみに,こ の地方では,祝 女は 「シカ ・ヌ ・カ ミ」(4力 字の神),根 神は

　「アザ ・ヌ ・カ ミ」(字の神)と 呼ばれてい る。
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の若祝女とワキジキや,男 性神役の勢頭神と団扇神,サ ザクイ ・ヌ ・カミが,そ れぞ

れ那覇市や沖縄市に転出して,汀 間には居住 していない。なかには,男 性神役のニー

ブ神のように,南 米のペルーに移住して,す っかり継承がたえている神役もいる。沖

縄本島内に転出した神役は,折 目ごとに,汀 間にもどって祈願に参与しているようだ

が,こ のことは,将 来,汀 間の男女神役の編成に変化をうながす起因のひとつともな

ろう。

　 このほかに,男 女神役の呼称が,そ れぞれの神役の役割と直接,関 係していること

も,こ の際,注 目しておきたい。沖縄の島々では,男 女神役のなかで,女 性神役は主

導的な位置を占めていて,男 性神役はその補佐的な役割をはたしているにすぎない。

汀間のばあいもまた,例 外ではない。とくに汀間では,祝 女 と根神,若 祝女の3人 が,

女性神役の中核的存在になっていて,ど の折目にも参与している。そして,そ の報酬

として,麦 ジカ,稲 ジカといって,毎 年,麦 の刈 り上げ儀礼の4月 御祭と稲の刈 り上

げ儀礼の6月 御祭の際,男 性神役のサザクイ ・ヌ ・カミが家々を訪れて,1戸 あたり

1合 の麦と稲をあつめ,こ れを3人 の女性神役に均等に配分することになっている。

　興味をひくのは,そ のほかの男女神役は,つ ぎのような補助的な役割 しか与えられ

ていないことである。たとえば,女 性神役のサグン神は,6月 御祭のとき,御 嶽に供

え物を持参する役,ワ キジキは祝女や根神,若 祝女のお伴をする役,男 性神役の団扇

神は,折 目のときに,ク バの葉を御嶽に供える役,太 鼓神は太鼓をたたいて折目の開

始をつげる役,サ ザクイ ・ヌ ・カミは,す でに指摘 したように,各 戸から麦ジカや稲

ジカをあつめたり,特 定の折一目や御願の一ときに,家 々を訪れて供え物の材料をあつめ

た りする役で,4月 御祭には麦3合,6月 御祭には米3合 あつめるほか,11月 の甘藷

の御願には,ひ とりあたり甘藷1個 あつめている。また,継 承がたえたままになって

いる男性神役のニーブ神は,折 目のときに,女 性神役に神酒をつ ぐことを主な役割と

していた,と いうことである3》。

　汀間の男女神役は,そ の役割という点からみると,祝 女 と根神,若 祝女という3人

の女性神役を中心に編成されていて,そ のほかの男女神役は,そ の周辺に位置づけら

れている。 しか し,ど の神役にも,共 通 して課せ られていることがひとつある。それ

は,「 アラダム」と呼ばれる加入礼を経なければ,一 人前の神役として認められない

3)男 女神役 のほかに,汀 間 には,祝 女の世話役 として,サ ンナムモーと呼ばれ る女性がひ とり

選 ばれている。サ ンナムモーは汀間 と安倍,大 浦,瀬 嵩の祭団連合 によ ってお こなわれ る折 目

の5月 御祭や6月 御祭,豊 年感謝祭な どのときに,祝 女 の祭具をも ってお伴す るという役 目が

課せ られて いる。なお,サ ンナムモーは昔 か ら汀間の女性のなかか ら選ばれていて,視 女 と根

神が,汀 間の女性のなかか ら身持ちのよい人を選び,村 の人びとの承認 をえ るという手続 きを

とってい る。
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ことである。この加入礼は,稲 の初穂儀礼の5月 御祭か稲の刈り上げ儀礼の6月 御祭,

8月10日 の豊年感謝祭の折に,世 持御宮のそばにある 「アサギ」でおこなわれている

が,5月 と6月 が稲の収穫期にあたるので,「 アラダム」は8月10日 の豊年感謝祭の

折におこなわれることが多い。

4.折 目と御願 の諸相

　 汀 間 に は,世 持御 宮(ユ ー ム チ ・ウ ミヤ)を は じめ,大 嶽(ウ プ ・タ キ),ウ ヒー

御 嶽 と呼 ばれ る聖地 が あ る。 折 目(ウ イ ミ)や 御 願(ウ ガ ン)は,す べ て これ らの聖

地 で お こなわ れ て い る が,な かで も,世 持 御 宮 は汀 間 の 聖地 の 中心 に な って い て,ほ

とん ど の折 目 と御願 は,こ の世 持 御 宮 で お こなわ れ て い る4)。

　 汀間 で は,麦 の刈 り上 げ儀 礼 の4月 御 祭 が 折 目の は じま りと いわ れ,4月 御 祭 に ひ

きつ づ いて,稲 の初 穂 儀 礼 の5月 御 祭,稲 の 刈 り上 げ儀 礼 の6月 御 祭,子 供 の健 康 を

祈 願 す る ワ ラ ビ折 目,8月10日 の農 作 物 一 般 の 豊 年 感謝 祭,稲 の播 種 儀礼 の 種 取 り

(タ ン トゥイ)な ど の折 目が お こな わ れて い る。 これ らの 折 目の うち,5月 御 祭 と6

月 御祭,豊 年 感 謝 祭 は 大 折 目(ウ プ ・ウイ ミ)と 呼 ば れ,汀 間 と安 倍,大 浦,瀬 嵩 の

合 同 の折 目 にな って い る 。 そ の 当 日,汀 間 の男 女 神 役 は,世 持 御 宮 で 祭 りを す ます と,

祝女 が勢 頭 神 や 団 扇 神,太 鼓 神,サ ンナ ム モ ーを つ れ て,瀬 嵩,大 浦,安 倍 の 順 に3

力字 を訪 れ,そ れ ぞ れ の 「ア サ ギ」 で祈 願 す る とい うの が,こ の大 折 目 の共 通 した様

式 に な って い る。

　 そ の 意 味で,大 折 目 は祭 団 連合 を 反 映 した行 事 で,そ の 規 模 も相 対 的 に大 き く,そ

の ほ か の折 目 は,す べ て 汀 間 だ けで 独 立 して お こなわ れ て い る。 な お,大 折 目 も そ の

ほ かの 折 目 も,汀 間 で の 祭 祀 は 共通 して い て,男 女 神 役 が 世 持 御 宮 を 参拝 して か ら,

そ の そば にあ る 「ア サギ 」 に あつ ま って,共 同祈 願 を お こな うとい う様 式 を と って い

る。 しか し,男 女 神 役 の 参 与 の あ り方 は,折 目に よ って か な らず しも一 様 で は な い。

5月 御 祭 と6月 御 祭,ワ ラビ折 目,豊 年 感 謝 祭 には,す べ て の女 性 神 役 が 参 加 して い

る の に対 して,4月 御 祭 と種 取 りに は,女 性 神 役 の うち,祝 女 と根 神,若 祝 女 だ け が

参与 して い る。

　 ま た,折 目 に と もな う行 事 に も,い ろ い ろ な変 差 が認 め られ る。5月 御 祭(5月25

4)世 持御宮 が創設 されたのはあた らしい。1956年 ごろ といわ れてい る。 この御嶽は,以 前,小

さな御嶽(ウ タキ ・グワ)と 呼ばれていたが,祝 女殿 内と根 神殿 内に祀 られていた神々を合祀

し,ま た,そ の近 くに,も と村内(ム ラウチ)の はず れに設 け られていた 「アサギ」を移 した

ということであ る。
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日)に は,ひ とりの男性が選ばれて,汀 間の原祖を祀るカニク大屋が所有する三穂田

(ミプーダ)か ら,稲 穂を3本 とって,こ れを世持御宮に供えている。6月 御祭 と種

取りは3日 間にわたっておこなわれ,6.月 御祭の1日 目(6月24日)に は,7人 の女

性神役が 「アサギ」で神歌(ウ ムイ)の 練習をおこない,翌 々日(6月26日)に は,

神歌を唱和 してから,海 願いともいって,世 持御宮で豊年祈願もおこなわれる。種取

りの1日 目は御嶽御願(ウ タキ ・ウガン)と 呼ばれ,祝 女と根神,若 祝女は,男 性神

役といっしょに世持御宮を訪れて種敢 りの祈願をおこない,3日 目は種取 り御願(タ

ントゥイ ・ウガン)と 呼ばれ,神 役たちは,女 性神役のワキジキの実家を訪れて稲の

豊作祈願をする。種取 りとワキジギとの関係はあきらかでないが,か つては,こ の折

目がすむまでは,人 びとは種蒔きすることができなかったと伝えられている。ワラビ

折目には,子 供の健康祈願がおこなわれ,祈 願がすむ と,子 供たちに神酒がすこしず

つ与えられる。8月10日 の豊年感謝祭は,天 の神に豊作を感謝する折目といわれ,翌

日,汀 間の家 々は,前 組(ま たは西組)と 後組(ま たは東組)に 分かれ,綱 引きがお

こなわれる。前組は女綱,後 組は男綱を用い,後 組が勝つと来年は豊作,前 組が勝つ

と来年は凶作になるといわれている。

　汀間では,御 願 もまた,男 女神役によっておこなわれている。大折目のように,汀

間と安倍,大 浦,瀬 嵩の男女神役が合同しておこなう御願もある。1月3日 におこな

われる初御願とか嶽御願 と呼ばれる御願がそれで,こ の日,汀 間の男女神役は瀬嵩の

御嶽を訪れて,そ こで他の字の神役と合流し,初 祈願をおこなう。そのほかの御願は,

すべて汀間でおこなわれているが,世 持御宮でおこなわれる御願もあれば,世 持御宮

以外の場所でおこなわれる御願 もある。また,男 女神役が全員参加する御願もあれば,

特定の女性神役によっておこなわれる御願もあって,そ の様式は一定していない。

　 1月3日 には,「 門中」の井戸拝みと並行して,男 女神役によって正月井戸御願が

おこなわれる。すべての男女神役は,世 持御宮で祈願 してから,汀 間にある古井戸の

巡拝をする。1月29日 の火の御願(ピ ー ・ヌ ・ウガ ン)は,祝 女と根神によって世持

御宮でおこなわれ,3月3日 の龍宮拝みには,祝 女と根神が浜へ出かけ,東 方にむか

って,海 の神に航海の安全を祈願する。11月 には,日 柄を選んで,祝 女と根神,若 祝

女は,世 持御宮で甘藷御願をおこない,家 々からあつめられた甘藷を供える。12月8

日の餅御願には,祝 女と根神,若 祝女が,世 持御宮に鬼餅を供えて祈願する。また,

いつごろはじまったのかあきらかでないが,キ リシタン・チョウとかキ リシタンと呼

ばれる御願 もおこなわれている。以前は,11月10日 に実施されていたが,戦 後になっ

て新暦12月25日 におこなわれるようになった。この御願は,九 州北西部に分布 してい
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るいわゆる隠れキリシタンとは関係がない。ワラビ折目と同 じように,一 種の子供の

健康祈願で,当 日,祝 女と根神,若 祝女は,世 持御宮で子供の健康を祈願をするわけ

だが,こ の1力 年に生まれた子供のいる家では,子 供をつれて御願に参加し,世 持御

宮に子供の無事息災を祈願する5>。

　汀間の御願は,折 目と同じように,主 として世持御宮でおこなわれているが,ウ ヒ

ー御嶽や大嶽を祈願の対象とした御願 もある。正月井戸御願や火の御願が世持御宮で

おこなわれていることはすでに指摘しておいたか,こ の二つの御願は,ウ ヒー御嶽で

もおこなわれている。また,9月9日 には,祝 女と根神,若 祝女が,大 嶽を訪れて,

村の人びとの健康を祈願 している6な お,こ の日は,ウ ヒー御嶽と大嶽の除草の日に

なっていて,各 戸からひとり参加することが義務づけられている。

　以上が,汀 間の折目と御願の概要であるが,御 願のなかに,「 門中」行事 と対応 し

た慣行が認められるのが,ま ず興味をひく。 「門中」行事の初御願と井戸拝みに対応

した初御願(御 嶽御願)と 正月井戸御願 というのがそれで,そ れぞれ1月3日 に別々

におとなわれているが,井 戸拝みと正月井戸御願が,同 じ古井戸を祈願の対象として

いるのは,お そらく汀間の原祖の出自をひくと認知され,し かも,村 の人びとを代表

して折目や御願をおこなう男女神役を生みだしている二つの 「門中」が,汀 間の祭祀=

行事体系のなかで,重 要な位置を占めているからであろう。

　また,折 目も御願 も男女神役によっておこなわれ,両 者の区別がはっきりしていな

いことも注目される。 これと似た事例は,浜 比嘉島にも見られるが[伊 藤　 1974a:

157-164],な かには,古 宇利島のように,御 願と呼ばれる慣行を折目の一部に組み

入れて,男 女神役がおこなう村落 レヴェルの祭祀を折 目,男 女神役が参与 しない家族

レヴェルの行事を節日(シ チビ)と 呼んでいるところもある[伊 藤　 1977:793-800]。

このように,折 目と御願の関係は,と ころによってかならず しも一様ではない。汀間

のばあいは,し いていえば,御 願にくらべて,折 目のほうが規模が大きいということ

ができるが,両 者の関係は,沖 縄本島における祭祀=行事体系にかかわる問題として,

将来,改 めて検討する必要があろう。

5)い ずれも定期的にお こなわれる御願 であるが,こ のほかに,つ ぎのよ うな不定期 的な御願 も

おこなわれてい る。 「ヤー ・ヌ ・ウガ ン」と 「ワシ ・ヌ ・ウガ ン」,「タティ ・ウガ ン」,「フ ト

ゥキ ・ウガ ン」がそれで,ど の御願 も家族 レヴェルの行事であ って,御 願 を必要 とす る家が,

祝女や根神,若 祝女 のうち,だ れかひとりを選んでお こなう。「ヤー ・ヌ ・ウガ ン」は家屋の新

築や改築のときお こなわれ,女 性神役のひと りが,ス スキの穂 を手 にもって,神 歌(ウ ムイ)

を唱えなが ら屋内を きよめる。 終 わると,米 を屋敷の4隅 にま く。 「フシ ・ウガ ン」は1種 の

星 占いで,庭 先 に米 と酒を供えた膳を用意 し,線 香をたいて家族 の運勢を占う。 また,「 タテ

ィ ・ウガ ン」と 「フ トゥキ ・ウガ ン」 は,家 族の ものが旅立 ちするときと旅 か らもど ったとき,

世特御宮を訪 れてお こなわれる。
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　 最 後 に,播 種儀 礼 と して の種 取 りが,1期 作 の ころ の播 種 の時 期 に あわ せ て お こな

わ れ,播 種 儀 礼 の 時 期 と実 際 の播 種 の それ との あ い だ に,ず れ が生 じて い る ことを 指

摘 して お きた い 。戦 後,沖 縄 の水 稲 栽 培 は,収 量 の 増 加 をは か って,1期 作 か ら2期

作 に転 換 した 。 汀 間 の ば あ い も,例 外 で は なか った 。1期 作 の こ ろは,播 種 は]1月,

田植 は翌 年 の1月 か ら2月,収 穫 は6月 に お こな わ れ て い たが,2期 作 に転 換 す る と,

そ の1期 が,播 種1.月,田 植2月,収 穫6月,そ の2期 が,播 種6月,田 植7月,収

穫11月 に お こな わ れ る よ うにな り,播 種 の 時期 が大 幅 に変 化す る に至 って い る。 こ う

した 変化 に もか か わ らず,汀 間 の 種取 りは,1期 作 の ころの 時期 に あ わせ て お こな わ

れ て い るわ け で,こ の こ と は,折 目の 持続 性 も し くは安 定 性 とい う問題 を考 え る うえ

で,注 意 す べ き素 材 の ひ とつ に な ろ う。

5.む す び に か えて

　以上,汀 間の原祖をめぐる伝承を手がかりにして,「 門中」行事や 「門中」から選

出された男女神役がとりおこなう折目や御願の閥題を取りあげて,若 干の検討を試み

たわけだが,こ こに二つの点を指摘 して,む すびにかえたい。

　 ひとつは,汀 間で稲の栽培をはじめ,こ の村落を創始 したといわれる神話的原祖が,

汀間の統合のシンボルとして,祭 祀=行事体系のなかに意味をもちつづけていること

である。カニク大屋と西大屋を宗家とした二つの 「門中」が,そ の一部の行事に寄留

民 の参加を認めたり,ま だ,村 の人びとを代表して,折 目や御願をおこなう男女神役

を代々,選 出 ・継承しているのも,二 つの 「門中」の宗家の始祖が,汀 間の神話的原

祖ともいうべきカディカル大屋の創設者と出自関係があると認知されているからであ

ろうか。

　 この点と関連 して,い まひとつは,汀 間の 「門中」のなかに,内 部志向ともいうべ

き論理がつ らぬいていることである。一般に,沖 縄本島の農村では,「門中」とか 「バ

ラ」と呼ばれる父系出自集団が,社 会編成の重要な単位になっているb汀 間のばあい

もまた,例 外ではない。

　 しかし,ひ とくちに 「門中」とか 「バ ラ」といって も,そ の論理はかならずしも一

様でない。沖縄本島の中部の浜比嘉島の 「門中」や,南 部の玉城村糸数の 「バラ」の

一部には,集 団としての権威の正統性を村落外に求めて,沖 縄本島全体にひろいネッ

ト・ワークをもっている,よ り規模の大きな 「門中」 体制の傘下に組み込まれた り

[伊藤1974a:164-173],あ るいは,沖 縄の古典神話のなかに登場する原祖 「アマミ
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キョ」に出自の原点を求めたりしている[伊 藤　 1976:186-188]。

　いずれの事例 も,「門中」や 「バ ラ」の権威の正統性を外に求めているという点で,

外部志向の論理ということができるとすれば,汀 間の 「門中」は,そ れとは逆に,内

部志向の論理によってつ らぬかれているといってよいだろう。汀間の神話的原祖をめ

ぐる伝承が示唆しているように,二 つの 「門中」の宗家に祀 られている始祖が,汀 間

創設の基礎をつくった神話的原祖に収敏されていて,汀 間外の 「門中」や古典神話に

出現する原祖などは,ほ とんど意味をもっていないからである。

　興味をひくのは,二 つの論理が,そ れぞれ地域を異にした村落に見 られることであ

る。外部志向は,沖 縄本島の中部と南部の農村に,内 部志向は,汀 間のように,沖 縄

本島の北部の農村に認あられる。このことは,二 つの論理が,地 域性とかかわってい

ることを示唆 しているが,こ の点をあきらかにするためには,,将来,事 例研究を積み

かさねていかなければなるまい。それにしても,外 部志向が,か つて琉球王朝の中心

であった首里に近 く,王 朝文化の影響を受けやすかった地域に見 られるのに対 して,

内部志向が,首 里から遠くはなれた地域に認め られているというのは注意してみる必

要があろう。二つの論理が,首 里文化の影響の濃淡 と,ま ったく無関係だとは考えら

れないからである。
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